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 事業概要 

乱流摩擦抵抗低減に有効な独自リブレットパターンを開発し, 施工の容易な塗装式リブレット成形
手法により最適なリブレット配向を機体表面に成形可能とすることで乱流境界層領域の摩擦抵抗を低
減する. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/ecowing/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

独自リブレットパターンを開発に CFD を利用している. この開発には, 複雑な流れ場を理解しつつ, 
最適なリブレット形状を追求するため, 迅速で正確なリブレット特性を把握することと同時に膨大な
計算リソースが必要である. 事業遂行においてスパコンは必要不可欠である. 

 

 今年度の成果 

航空技術部門の研究事業 FINEの飛行実証で用いるリブレットの基本特性を把握するために, リブレ
ット面を有する平行平板間乱流の直接数値シミュレーションを実施した. その結果, 波型リブレット
の流れ方向収縮の影響等のリブレットの性能を明らかにした. 

 

 成果の公表 

なし 
  

エコウィング技術の研究開発(表面摩擦抵抗低減コーティング技術) 
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スーパーコンピュータシステム利用成果報告 年 月～ 年 月

利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 自動並列
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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